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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 7,233 1.8 △111 ― △45 ― △61 ―

30年3月期第2四半期 7,105 △3.5 △130 ― △60 ― △75 ―

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　150百万円 （△19.3％） 30年3月期第2四半期　　186百万円 （163.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 △3.63 ―

30年3月期第2四半期 △4.40 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 17,899 9,811 54.5

30年3月期 18,756 10,470 55.6

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 9,761百万円 30年3月期 10,429百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00

31年3月期 ― 3.00

31年3月期（予想） ― 3.00 6.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,592 3.2 155 292.4 271 70.3 138 △2.4 8.52

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 17,825,050 株 30年3月期 17,825,050 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 2,327,534 株 30年3月期 622,694 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 16,958,802 株 30年3月期2Q 17,202,356 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善などを背景に、緩やかな回復基調

が続く一方、全国各地に災害をもたらした大型台風や豪雨、地震災害などの影響や、米中の保護主義的な通商政策

に基づく貿易摩擦による世界経済の下振れリスクの増大等により、景気の先行きは不透明な状況が続きました。 

印刷業界におきましても、紙媒体の需要の減少や競争激化に伴う受注価格の下落などにより、市場環境は厳しい

状況が続いております。 

このような環境下にあって当社グループは、会社方針として「飛躍の年」を掲げ、成長事業に経営資源を集中し、

新たな価値創造に挑戦するため、４つのアクション（①営業エリアの拡大 ②事業領域の拡大 ③商業印刷事業の価

値創造 ④人財を大切にする経営）に積極果敢に取り組んでおります。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は72億33百万円（前年同期比1.8％増）、営業損失は１億

11百万円（前年同期は営業損失１億30百万円）、経常損失は45百万円（前年同期は経常損失60百万円）、親会社株

主に帰属する四半期純損失は61百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失75百万円）となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

①印刷事業 

一般商業印刷物の売上高は、カタログ・パンフレットなどが増加して50億26百万円（前年同期比3.9％増）と

なりました。また、包装印刷物の売上高はパッケージなどの減少により12億20百万円（前年同期比12.1％減）、

出版印刷物の売上高は８億49百万円（前年同期比4.5％増）、合計売上高は70億96百万円（前年同期比0.8％

増）となり、営業損失は91百万円（前年同期は営業損失94百万円）となりました。 

②イベント事業 

売上高は官公庁等からのイベントの増加により１億47百万円（前年同期比94.8％増）となり、営業損失は19

百万円（前年同期は営業損失35百万円）となりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連

結会計年度との比較・分析を行っております。 

①資産、負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末と比べて10億28百万円減少して62億77百

万円となりました。これは、自己株式の購入等により現金及び預金が６億20百万円、受取手形及び売掛金が４億

59百万円減少したこと等が主な要因であります。 

（固定資産） 

当第２四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末と比べて１億71百万円増加して116億21百

万円となりました。これは、建物及び構築物が58百万円、機械装置及び運搬具が41百万円減少しましたが、投資

有価証券が２億55百万円増加したこと等が主な要因であります。 

（流動負債） 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末と比べて１億51百万円減少して47億30百

万円となりました。これは、支払手形及び買掛金が２億93百万円減少したこと等が主な要因であります。 

（固定負債） 

当第２四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末と比べて47百万円減少して33億57百万円

となりました。これは、社債50百万円や長期借入金50百万円がなくなったこと等が主な要因であります。 

（純 資 産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べて６億58百万円減少して98億11百万

円となりました。これは、その他有価証券評価差額金が１億73百万円増加しましたが、利益剰余金が１億13百万

円減少したことや、自己株式が７億56百万円増加（純資産は減少）したこと等が主な要因であります。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、22億43百万円となり、前連結会計年度末と比べて６億

25百万円の減少となりました。当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は次の通りであり

ます。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少２億93百万円に対し、減

価償却費３億17百万円や、売上債権の減少４億85百万円があったこと等により５億47百万円の収入（前年同期は

６億24百万円の収入）となりました。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出２億６百

万円があったこと等により２億50百万円の支出（前年同期は４億９百万円の支出）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れによる収入５億円に対し、短

期借入金の返済による支出５億50百万円や、自己株式の取得による支出７億56百万円があったこと等により９億

20百万円の支出（前年同期は２億39百万円の支出）となりました。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成31年３月期の通期の連結業績予想につきましては、前回公表（平成30年10月26日付）いたしました業績予想

に変更はありません。 
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 

当社は、平成30年９月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,704,800株の取得を行っております。この

結果、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が756,931千円増加しております。 

 

（追加情報） 

 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。 
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